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G R I ガイドライン対照表

「平和堂CSR報告書2018」の編集にあたり、NGO団体GRI（Global Reporting Initiative）が発行する企業の持続可能性に
関する報告書の国際的なガイドライン「サステナビリティ・レポーティング・ガイドライン第4版」（G4）を参考にしています。 
※報告している項目のみを抜粋して掲載しています。

項目 指標 該当項目

戦略および分析

G4-1 a. 組織の持続可能性の関連性と組織の持続性に取り組むための戦略に関して、組織の最高意思決定者（CEO、会長
またはそれに相当する上級幹部）の声明 トップメッセージ（P3-6）

組織のプロフィール

G4-3 a. 組織の名称 http://www.heiwado.jp/profile/gaiyo.html

G4-4 a. 主要なブランド、製品およびサービス http://www.heiwado.jp/profile/gaiyo.html

G4-5 a. 組織の本社の所在地 奥付（裏表紙）

G4-6 a. 組織が事業展開している国の数、および組織が重要な事業所を有している国、報告書中に掲載されている持続可能
性のテーマに特に関連のある国名 http://www.heiwado.jp/profile/g_top.html

G4-7 a. 所有形態の性質および法的形式 http://www.heiwado.jp/profile/gaiyo.html

G4-8 a. 参入市場（地理的内訳、参入セクター、顧客／受益者の種類を含む） http://www.heiwado.jp/profile/g_top.html

G4-9

a. 以下の項目を含む報告組織の規模
・従業員数 
・総事業所数
・純売上高（民間組織について）あるいは純収入（公的組織について）
・負債および株主資本に区分した総資本（民間組織について）
・提供する製品またはサービスの量

http://www.heiwado.jp/ir/jigyo_top.html

G4-10

a. 雇用契約別および男女別の総従業員数
b. 雇用の種類別、男女別の総正社員数
c. 従業員・派遣労働者別、男女別の総労働力
d. 地域別、男女別の総労働力
e. 組織の作業の相当部分を担う者が、法的に自営業者と認められる労働者であるか否か、従業員や請負労働者（請負

業者の従業員とその派遣労働者を含む）以外の者であるか否か
   f  . 雇用者数の著しい変動（例えば観光業や農業における雇用の季節変動）

多様な人材の雇用（P27）

G4-13 a. 報告期間中に、組織の規模、構造、所有形態またはサプライチェーンに関して重大な変更が発生した場合はその
事実 （該当なし）

G4-14 a. 組織が予防的アプローチまたは原則に取り組んでいるかどうかおよびその方法はどのようなものかについての説明 CSR マネジメント（P43-44）

G4-15 a. 外部で作成された経済・環境・社会的憲章、原則類やその他の提唱（イニシアチブ）で組織が署名または承認して
いるもの 環境マネジメント（P37）

特定されたマテリアルな側面とバウンダリー

G4-17
a. 組織の連結財務諸表または同等文書の対象になっているすべての事業体の一覧表示
b. 組織の連結財務諸表または同等文書の対象になっている事業体のいずれかが報告書の掲載から外れていることはな

いか
http://www.heiwado.jp/ir/jigyo_top.html

G4-18 a. 報告書の内容および側面のバウンダリーを確定するためのプロセス
b. 組織が「報告内容に関する原則」をどのように適用したか 編集方針（P1）

G4-19 a. 報告書の内容を確定するためのプロセスで特定したすべてのマテリアルな側面の一覧表示 平和堂グループの価値創造（P1-2）、GRI 対照表（P45-48）

G4-20 a. 各マテリアルな側面について、組織内の側面のバウンダリー 平和堂グループにとっての重要課題、編集方針（P1-2）

G4-21 a. 各マテリアルな側面について、組織外の側面のバウンダリー 平和堂グループにとっての重要課題、編集方針（P1-2）

G4-22 a. 過去の報告書で提供した情報を修正再記述する場合には、その影響および理由 （該当なし）

G4-23 a. スコープおよび側面のバウンダリーについて、過去の報告期間からの重要な変更 （該当なし）

ステークホルダー・エンゲージメント

G4-24 a. 組織がエンゲージメントしたステークホルダー・グループの一覧 平和堂グループの価値創造（P1-2）

G4-25 a. 組織がエンゲージメントしたステークホルダーの特定および選定基準 平和堂グループの価値創造（P1-2）

G4-26 a. ステークホルダー・エンゲージメントへの組織のアプローチ方法（種類別、ステークホルダー・グループ別のエン
ゲージメント頻度など）を報告する。またエンゲージメントを特に報告書作成プロセスの一環として行ったものか否か

公正・公平な取引の推進（P23）、
読者とのコミュニケ―ション（P49）

G4-27
a. ステークホルダー・エンゲージメントにより提起された主なテーマや懸念、およびそれに対して組織がどう対応し

たか（報告を行って対応したものを含む）を報告する。また主なテーマや懸念を提起したステークホルダー・グル
ープを報告する

地域密着ライフスタイル総合企業を目指して（P7-8）、
創業 60 周年よりよい品をお客様へ（P9-10）、
公正・公平な取引の推進（P23）、
読者とのコミュニケ―ション（P49）

報告書のプロフィール

G4-28 a. 提供する情報の報告期間（会計年度／暦年など） 編集方針（P1）

G4-29 a. 最新の発行済報告書の日付（該当する場合） 編集方針（P1）

G4-30 a. 報告サイクル（年次、隔年など） 編集方針（P1）

G4-31 a. 報告書またはその内容に関する質問の窓口 奥付（裏表紙）

G4-32
a. 組織が選択した「準拠」のオプション
b. 選択したオプションの GRI 内容索引
c. 報告書が外部保証を受けている場合、外部保証報告書の参照情報

GRI 対照表（P45-48）

ガバナンス

G4-34 a. 組織のガバナンス構造。経済、環境、社会影響に関する意思決定の責任を追う委員会があれば特定する。 CSR マネジメント（P43-44）

G4-35 a. 最高ガバナンス機関から上級管理職や他の従業員への経済的、環境的、社会的テーマに対する権限を委譲するプロ
セスを報告する CSR マネジメント（P43-44）

一般標準開示項目　

項目 指標 該当項目

G4-37
a. ステークホルダーと最高ガバナンス組織の間で、経済、環境、社会テーマについて協議するプロセスを報告する。

協議が権限移譲されている場合は、誰に委任されているか、最高ガバナンス組織へのフィードバック・プロセスが
ある場合は、そのプロセスについて記述する

CSR マネジメント（P43-44）

G4-39 a. 最高ガバナンス組織の議長が執行役員を兼ねているか否かを報告する（兼ねている場合は、組織の経営における役
割　そのような人事の理由）。 CSR マネジメント（P43-44）

G4-42 a. 経済、環境、社会影響に関わる組織の目的、価値、ミッション・ステートメント、戦略、方針、および目標、策定、
承認、更新における最高ガバナンス組織と役員の役割を報告する。 CSR マネジメント（P43-44）

G4-46 a. 経済、環境、社会的テーマのために、組織のリスク・マネジメント・プロセスの有効性を検討する中での最高ガバ
ナンス機関の役割 CSR マネジメント（P43-44）

G4-48 a. 組織のサステナビリティ報告書を正式にレビューかつ承認し、マテリアルアスペクトの全てが盛り込まれているこ
とを保証する最高位の委員会あるいは役職 第三者意見（P50）

G4-49 a. 最高ガバナンス組織に対して重大な懸念事項を通知するためのプロセス CSR マネジメント（P43-44）

G4-50 a. 最高ガバナンス組織に通知された重大な懸念事項の性質と総数、およびその対応と解決のために実施した手段 （該当なし）

倫理と誠実性

G4-56 a. 組織の価値、理念および行動基準・規範（行動規範、倫理規定など）を記述する。 平和堂グループの価値創造（P1-2）

G4-57 a. 倫理的、法的行為や誠実性に関する事項について助言を与えるため組織内外に設けてある制度（電話相談窓口）を
報告する。 CSR マネジメント（P43-44）

G4-58 a. 非倫理的あるいは違法な行為についての懸念や、組織の誠実性に関する事項の通報のために組織内外に設けてある
制度（ライン管理職による上申制度、内部告発制度、ホットラインなど）を報告する。 CSR マネジメント（P43-44）

特定標準開示項目　※特定された当社のマテリアリティをG4の特定開示項目の側面に対応させ、それに関連する項目を「マテリアルな側面」として  で表示しています。

項目 指標 該当項目

経済

側面：経済パフォーマンス

G4-DMA
a. 側面がマテリアルである理由、マテリアルと判断する要因となる影響 
b. マテリアルな側面やその影響に関する組織のマネジメント方法 
c. マネジメント手法の評価

平和堂グループの価値創造（P1-2）、環境マネジメント
（P37）、環境会計（P38）

G4-EC1 創出、分配した直接的経済価値 環境会計（P38）

G4-EC4 政府から受けた財務援助 （該当なし）

側面：間接的な経済影響

G4-EC7 インフラ投資およびサービス支援の展開と影響 環境負荷低減への取組み（P33）、環境会計（P38）、
http://www.heiwado.jp/profile/gaiyo.html

G4-EC8 著しい間接的な経済影響（影響の程度を含む） http://www.heiwado.jp/profile/gaiyo.html

環境

側面：原材料

G4-DMA
a. 側面がマテリアルである理由、マテリアルと判断する要因となる影響 
b. マテリアルな側面やその影響に関する組織のマネジメント方法 
c. マネジメント手法の評価

平和堂グループの価値創造（P1-2）、環境マネジメント
（P37）、
https://www.heiwado.jp/eco/eco_torikumi.html

G4-EN1 使用した原材料の重量あるいは容量 環境マネジメント（P37）、環境会計（P38）

G4-EN2 原材料のうち、リサイクル由来の原材料を使用した割合 環境マネジメント（P37）、環境会計（P38）

側面：エネルギー

G4-DMA
a. 側面がマテリアルである理由、マテリアルと判断する要因となる影響 
b. マテリアルな側面やその影響に関する組織のマネジメント方法 
c. マネジメント手法の評価

平和堂グループの価値創造（P1-2）、環境マネジメント
（P37）、
https://www.heiwado.jp/eco/eco_torikumi.html

G4-EN3 組織内のエネルギー消費量 環境負荷低減への取組み（P33）、環境マネジメント
（P37）、環境会計（P38）

G4-EN6 エネルギー消費量の削減量 環境負荷低減への取組み（P33）、環境マネジメント
（P37）、環境会計（P38）

G4-EN7 製品およびサービスの提供に必要なエネルギーの削減量 環境マネジメント（P37）、環境会計（P38）

側面：水

G4-DMA
a. 側面がマテリアルである理由、マテリアルと判断する要因となる影響 
b. マテリアルな側面やその影響に関する組織のマネジメント方法 
c. マネジメント手法の評価

平和堂グループの価値創造（P1-2）、環境マネジメント
（P37）、
https://www.heiwado.jp/eco/eco_torikumi.html

G4-EN8 水源からの総取水量 環境マネジメント（P37）、環境会計（P38）

側面：生物多様性

G4-DMA
a. 側面がマテリアルである理由、マテリアルと判断する要因となる影響 
b. マテリアルな側面やその影響に関する組織のマネジメント方法 
c. マネジメント手法の評価

平和堂グループの価値創造（P1-2）、環境マネジメント
（P37）、
https://www.heiwado.jp/eco/eco_torikumi.html

側面：大気への排出

G4-DMA
a. 側面がマテリアルである理由、マテリアルと判断する要因となる影響 
b. マテリアルな側面やその影響に関する組織のマネジメント方法 
c. マネジメント手法の評価

平和堂グループの価値創造（P1-2））、環境マネジメント
（P37）、
https://www.heiwado.jp/eco/eco_torikumi.html


